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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信ネットワークにおいてユーザ機器（ＵＥ）によって実行される方法であ
って、前記方法が、
　　複数のアプリケーションカテゴリーについてのアクセス制御と、少なくとも１つのＵ
Ｅ接続状態への前記アクセス制御の適用可能性の少なくとも１つの指示とを備えるジョイ
ント制御信号を受信することと、
　　前記ワイヤレス通信ネットワーク上で通信動作を実行するための前記複数のアプリケ
ーションカテゴリーのうちの少なくとも１つに属するアプリケーションを開始するという
意図を決定することと、
　　前記アクセス制御と、適用可能性の前記少なくとも１つの指示とに少なくとも部分的
に基づいて、前記アプリケーションの開始を可能にすべきかどうかを決定することと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記アプリケーションの開始を可能にすべきかどうかを決定することは、
　　適用可能性の前記少なくとも１つの指示が、現在のＵＥ接続状態についての前記アプ
リケーションのためのアプリケーションカテゴリーに関連付けられたアクセス制御の適用
可能性を示すと決定することと、
　　前記アクセス制御に少なくとも部分的に基づいて、前記アプリケーションの開始を可
能にすべきかどうかを決定することと
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記アクセス制御が、禁止レート、アクセス制御の平均持続時間、またはそれらの組合
せを備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記アプリケーションの開始を可能にすべきかどうかを決定することは、
　　ランダム禁止数を決定することと、
　　前記ランダム禁止数が前記アプリケーションカテゴリーについての前記禁止レートを
超えると決定することに基づいて、前記アプリケーションの開始を可能にしないことを決
定することと
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　を備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　アクセス制御の前記平均持続時間に少なくとも部分的に基づいて、前記アプリケーショ
ンについての禁止時間期間を決定することと、
　前記禁止時間期間の経過の後、前記アプリケーションの開始についての延期された開始
動作を実行することと
　をさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記アプリケーションの開始を可能にすべきかどうかを決定することは、
　　ランダム禁止数を決定することと、
　　前記ランダム禁止数が前記アプリケーションカテゴリーについての前記禁止レートよ
りも小さいと決定することに基づいて、前記アプリケーションの開始を可能にすることを
決定することと
　を備える、請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記アプリケーションの開始を可能にすべきかどうかを決定することは、
　　適用可能性の前記少なくとも１つの指示が、現在のＵＥ接続状態についての前記アプ
リケーションのためのアプリケーションカテゴリーに関連付けられたアクセス制御につい
て非適用可能性を示すと決定することに少なくとも部分的に基づいて、前記アプリケーシ
ョンの開始を可能にすること
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　適用可能性の前記少なくとも１つの指示が、前記複数のアプリケーションカテゴリーに
ついての前記少なくとも１つのＵＥ接続状態への前記アクセス制御の適用可能性を示す制
御ビットの１つのセットを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　適用可能性の前記少なくとも１つの指示は、前記複数のアプリケーションカテゴリーの
うちの１つについての前記少なくとも１つのＵＥ接続状態への前記アクセス制御の適用可
能性を各々が示す、制御ビットの複数のセットを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つのＵＥ接続状態が、接続状態、アイドル状態、またはそれらの組合
せを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ジョイント制御信号が、データ通信のためのアプリケーション固有の輻輳制御（Ａ
ＣＤＣ）およびモバイル発信通信の防止（ＰＭＯＣ）のために使用される、請求項１に記
載の方法。
【請求項１２】
　前記アプリケーションを開始するという前記意図を決定することが、前記アプリケーシ
ョンを開始するという前記意図を示すユーザ入力を受信することを備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項１３】
　前記ジョイント制御信号がシステム情報ブロック（ＳＩＢ）内で受信される、請求項１
に記載の方法。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　　複数のアプリケーションカテゴリーについてのアクセス制御と、少なくとも１つのＵ
Ｅ接続状態への前記アクセス制御の適用可能性の少なくとも１つの指示とを備えるジョイ
ント制御信号を受信するための手段と、
　　ワイヤレス通信ネットワーク上で通信動作を実行するための前記複数のアプリケーシ
ョンカテゴリーのうちの少なくとも１つに属するアプリケーションを開始するという意図



(3) JP 2017-514376 A5 2018.4.26

を決定するための手段と、
　　前記アクセス制御と、適用可能性の前記少なくとも１つの指示とに少なくとも部分的
に基づいて、前記アプリケーションの開始を可能にすべきかどうかを決定するための手段
と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、
　実行されると、コンピュータに、請求項１乃至１３のいずれか一項に記載の方法を実行
させるコードを備える、コンピュータ可読媒体
　を備える、ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１２】
　[0122]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することがで
きるように与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかとなり、
本明細書で定義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変
形形態に適用され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、
一例または一事例を示すものであり、言及した例についての選好を暗示せず、または必要
としない。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべきで
なく、本明細書で開示する原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべ
きである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　ワイヤレス通信ネットワークにおいてユーザ機器（ＵＥ）によって実行される
方法であって、前記方法が、
　　複数のアプリケーションカテゴリーについてのアクセス制御と、少なくとも１つのＵ
Ｅ接続状態への前記アクセス制御の適用可能性の少なくとも１つの指示とを備えるジョイ
ント制御信号を受信することと、
　　前記ワイヤレス通信ネットワーク上で通信動作を実行するための前記複数のアプリケ
ーションカテゴリーのうちの少なくとも１つに属するアプリケーションを開始するという
意図を決定することと、
　　前記アクセス制御と、適用可能性の前記少なくとも１つの指示とに少なくとも部分的
に基づいて、前記アプリケーションの開始を可能にすべきかどうかを決定することと
　を備える方法。
［Ｃ２］　前記アプリケーションの開始を可能にすべきかどうかを決定することは、
　　適用可能性の前記少なくとも１つの指示が、現在のＵＥ接続状態についての前記アプ
リケーションのためのアプリケーションカテゴリーに関連付けられたアクセス制御の適用
可能性を示すと決定することと、
　　前記アクセス制御に少なくとも部分的に基づいて、前記アプリケーションの開始を可
能にすべきかどうかを決定することと
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］　前記アクセス制御が、禁止レート、アクセス制御の平均持続時間、またはそれ
らの組合せを備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］　前記アプリケーションの開始を可能にすべきかどうかを決定することは、
　　ランダム禁止数を決定することと、
　　前記ランダム禁止数が前記アプリケーションカテゴリーについての前記禁止レートを
超えると決定することに基づいて、前記アプリケーションの開始を可能にしないことを決
定することと
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　を備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］　アクセス制御の前記平均持続時間に少なくとも部分的に基づいて、前記アプリ
ケーションについての禁止時間期間を決定することと、
　前記禁止時間期間の経過の後、前記アプリケーションの開始についての延期された開始
動作を実行することと
　をさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］　前記延期された開始動作が、
　　前記アクセス制御に少なくとも部分的に基づいて、前記禁止時間期間の経過の後、前
記アプリケーションの開始を可能にすべきかどうかを決定すること
　を備える、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］　前記アプリケーションの開始を可能にすべきかどうかを決定することは、
　　ランダム禁止数を決定することと、
　　前記ランダム禁止数が前記アプリケーションカテゴリーについての前記禁止レートよ
りも小さいと決定することに基づいて、前記アプリケーションの開始を可能にすることを
決定することと
　を備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ８］　前記禁止レートが、前記複数のアプリケーションカテゴリーについての禁止レ
ート値を示す制御ビットの１つのセットを備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ９］　前記禁止レートは、前記複数のアプリケーションカテゴリーのうちの１つにつ
いての禁止レート値を各々が示す、制御ビットの複数のセットを備える、Ｃ３に記載の方
法。
［Ｃ１０］　前記アプリケーションの開始を可能にすべきかどうかを決定することは、
　　適用可能性の前記少なくとも１つの指示が、現在のＵＥ接続状態についての前記アプ
リケーションのためのアプリケーションカテゴリーに関連付けられたアクセス制御につい
て非適用可能性を示すと決定することに少なくとも部分的に基づいて、前記アプリケーシ
ョンの開始を可能にすること
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］　適用可能性の前記少なくとも１つの指示が、前記複数のアプリケーションカ
テゴリーについての前記少なくとも１つのＵＥ接続状態への前記アクセス制御の適用可能
性を示す制御ビットの１つのセットを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］　適用可能性の前記少なくとも１つの指示は、前記複数のアプリケーションカ
テゴリーのうちの１つについての前記少なくとも１つのＵＥ接続状態への前記アクセス制
御の適用可能性を各々が示す、制御ビットの複数のセットを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］　前記少なくとも１つのＵＥ接続状態が、接続状態、アイドル状態、またはそ
れらの組合せを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］　前記ジョイント制御信号が、データ通信のためのアプリケーション固有の輻
輳制御（ＡＣＤＣ）およびモバイル発信通信の防止（ＰＭＯＣ）のために使用される、Ｃ
１に記載の方法。
［Ｃ１５］　前記アプリケーションを開始するという前記意図を決定することが、前記ア
プリケーションを開始するという前記意図を示すユーザ入力を受信することを備える、Ｃ
１に記載の方法。
［Ｃ１６］　前記ジョイント制御信号がシステム情報ブロック（ＳＩＢ）内で受信される
、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１７］　ワイヤレス通信のためのデバイスであって、
　　プロセッサと、
　　前記プロセッサと電子通信しているメモリとを備え、前記メモリが命令を具備し、前
記命令が、
　　　複数のアプリケーションカテゴリーについてのアクセス制御と、少なくとも１つの
ＵＥ接続状態への前記アクセス制御の適用可能性の少なくとも１つの指示とを備えるジョ
イント制御信号を受信することと、
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　　　ワイヤレス通信ネットワーク上で通信動作を実行するための前記複数のアプリケー
ションカテゴリーのうちの少なくとも１つに属するアプリケーションを開始するという意
図を決定することと、
　　　前記アクセス制御と、適用可能性の前記少なくとも１つの指示とに少なくとも部分
的に基づいて、前記アプリケーションの開始を可能にすべきかどうかを決定することと
　　を行うために前記プロセッサによって実行可能である、
　ワイヤレス通信のためのデバイス。
［Ｃ１８］　前記メモリは、
　　適用可能性の前記少なくとも１つの指示が、現在のＵＥ接続状態についての前記アプ
リケーションのためのアプリケーションカテゴリーに関連付けられたアクセス制御の適用
可能性を示すと決定することと、
　　前記アクセス制御に少なくとも部分的に基づいて、前記アプリケーションの開始を可
能にすべきかどうかを決定することと
　を行うために前記プロセッサによって実行可能である命令をさらに具備する、Ｃ１７に
記載のデバイス。
［Ｃ１９］　前記アクセス制御が、禁止レート、アクセス制御の平均持続時間、またはそ
れらの組合せを備える、Ｃ１８に記載のデバイス。
［Ｃ２０］　前記メモリは、
　　ランダム禁止数を決定することと、
　　前記ランダム禁止数が前記アプリケーションカテゴリーについての前記禁止レートを
超えると決定することに基づいて、前記アプリケーションの開始を可能にしないことを決
定することと
　を行うために前記プロセッサによって実行可能である命令をさらに具備する、Ｃ１９に
記載のデバイス。
［Ｃ２１］　前記メモリが、
　　アクセス制御の前記平均持続時間に少なくとも部分的に基づいて、前記アプリケーシ
ョンについての禁止時間期間を決定することと、
　　前記禁止時間期間の経過の後、前記アプリケーションの開始についての延期された開
始動作を実行することと
　を行うために前記プロセッサによって実行可能である命令をさらに具備する、Ｃ２０に
記載のデバイス。
［Ｃ２２］　前記メモリは、
　　ランダム禁止数を決定することと、
　　前記ランダム禁止数が前記アプリケーションカテゴリーについての前記禁止レートよ
りも小さいと決定することに基づいて、前記アプリケーションの開始を可能にすることを
決定することと
　を行うために前記プロセッサによって実行可能である命令をさらに具備する、Ｃ１９に
記載のデバイス。
［Ｃ２３］　前記メモリは、
　　適用可能性の前記少なくとも１つの指示が、現在のＵＥ接続状態についての前記アプ
リケーションのためのアプリケーションカテゴリーに関連付けられたアクセス制御につい
て非適用可能性を示すと決定することに少なくとも部分的に基づいて、前記アプリケーシ
ョンの開始を可能にすること
　を行うために前記プロセッサによって実行可能である命令をさらに具備する、Ｃ１７に
記載のデバイス。
［Ｃ２４］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　　複数のアプリケーションカテゴリーについてのアクセス制御と、少なくとも１つのＵ
Ｅ接続状態への前記アクセス制御の適用可能性の少なくとも１つの指示とを備えるジョイ
ント制御信号を受信するための手段と、
　　ワイヤレス通信ネットワーク上で通信動作を実行するための前記複数のアプリケーシ
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ョンカテゴリーのうちの少なくとも１つに属するアプリケーションを開始するという意図
を決定するための手段と、
　　前記アクセス制御と、適用可能性の前記少なくとも１つの指示とに少なくとも部分的
に基づいて、前記アプリケーションの開始を可能にすべきかどうかを決定するための手段
と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ２５］　前記アプリケーションの開始を可能にすべきかどうかを決定するための前記
手段は、適用可能性の前記少なくとも１つの指示が、現在のＵＥ接続状態についての前記
アプリケーションのためのアプリケーションカテゴリーに関連付けられたアクセス制御の
適用可能性を示すと決定し、
　前記アプリケーションの開始を可能にすべきかどうかを決定するための前記手段が、前
記アクセス制御に少なくとも部分的に基づいて、前記アプリケーションの開始を可能にす
べきかどうかを決定する、
　Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２６］　前記アクセス制御が、前記複数のアプリケーションカテゴリーについての禁
止レート、アクセス制御の平均持続時間、またはそれらの組合せを備える、Ｃ２５に記載
の装置。
［Ｃ２７］　前記アプリケーションの開始を可能にすべきかどうかを決定するための前記
手段は、
　　ランダム禁止数を決定し、
　　前記ランダム禁止数が前記アプリケーションカテゴリーについての前記禁止レートを
超えると決定することに基づいて、前記アプリケーションの開始を可能にしないことを決
定する、
　Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］　前記アプリケーションの開始を可能にすべきかどうかを決定するための前記
手段は、
　　ランダム禁止数を決定し、
　　前記ランダム禁止数が前記アプリケーションカテゴリーについての前記禁止レートよ
りも小さいと決定することに基づいて、前記アプリケーションの開始を可能にすることを
決定する、
　Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２９］　前記アプリケーションの開始を可能にすべきかどうかを決定するための前記
手段は、適用可能性の前記少なくとも１つの指示が、現在のＵＥ接続状態についての前記
アプリケーションのためのアプリケーションカテゴリーに関連付けられたアクセス制御に
ついて非適用可能性を示すと決定することに少なくとも部分的に基づいて、前記アプリケ
ーションの開始を可能にする、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ３０］　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、
　　　複数のアプリケーションカテゴリーについてのアクセス制御と、少なくとも１つの
ＵＥ接続状態への前記アクセス制御の適用可能性の少なくとも１つの指示とを備えるジョ
イント制御信号を受信することと、
　　　ワイヤレス通信ネットワーク上で通信動作を実行するための前記複数のアプリケー
ションカテゴリーのうちの少なくとも１つに属するアプリケーションを開始するという意
図を決定することと、
　　　前記アクセス制御と、適用可能性の前記少なくとも１つの指示とに少なくとも部分
的に基づいて、前記アプリケーションの開始を可能にすべきかどうかを決定することと
　　を行うためのコードを備える、非一時的コンピュータ可読媒体
　を備える、ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品。
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